
********************************************************************************** 

◆日本海洋政策学会 第１６回年次大会開催のご案内◆ 

来る１２月２１日（土）東京大学小柴ホールでオンライン併用にて第１６回目の年次大会を開催

致します。ご多忙のこととは存じますが、奮ってご参加いただきますよう、お願い申し上げます。

（学会ホームページ参照：申込み〆切 12/11） 

*********************************************************************************** 

１．日 時 ： ２０２４年１２月２１日(土) ９：３０～ 

２．場 所 ： 東京大学小柴ホールならびにオンライン（ウェビナー）併用 

３．プログラム（プログラム、講演者、時間等は都合により変更もあります） 

 

≪統一テーマ≫『資源の利活用と海洋保全』 
 

≪プログラム≫  
 

09：30 開会挨拶     日本海洋政策学会 会長 坂元 茂樹 

09：40 基調講演〔各30分＋準備5分〕  

「 --- 題未定---- 」 髙杉 典弘 内閣府総合海洋政策推進事務局長 

「 --- 題未定---- 」 來生  新  神奈川大学海とみなと研究所 上席研究員 

10：50 研究発表（その１）〔発表20分＋質疑5分〕     座長：加々美 康彦（中部大学教授）  

（１）日本の多魚種漁獲漁業に対するUNCLOSに基づく魚種ごとの漁獲枠管理の適用可能性と課題 

：石川県漁業協同組合加賀支所を事例に                         中村 洸介（岩手大学） 

（２）水産業におけるジェンダー主流化：持続可能性への貢献と今後の水産政策への提言 

松原 花（東京大学） 

（３）ニホンウナギの国際的な資源管理の現状と展望        武井 良修（慶應義塾大学） 
 

12：05～12：20 第16回 定例総会（書面審議報告）  

 

13：00～13：30 ポスター セッション （小柴ホールロビー） 

  [１] 重要海域における保護区及びその他の海域区分の設置状況の評価と有効な保全政策の検討 

天野 翔次郎（東京大学） 

  [２] 大型船舶を用いたマイクロプラスチックの定量的実態把握と政策形成への応用 

岩部 優斗（神戸大学） 

 [３] 新たなIUU漁業政策及び水産流通適正化法に関する期待と今後の課題 

：ステークホルダーからの視点               廣川 登也（東京大学） 

  [４] 消滅可能性自治体と洋上風力発電事業との関係性について（仮） 

梶脇 利彦（農林水産政策研究所） 

[５] わが国の海洋実質GDPの変遷：2000年から2020年までを対象に 

田中 元（一般社団法人海洋産業研究・振興協会） 

  [６] 鳥羽市における「海のシリコンバレー構想」に基づく資源の利活用と保全について 

佐藤 達也（ざっこCLUB 代表） 

  [７] オットセイ保護国際条約の再検討―1911～1941年― 

髙橋 亮一（國學院大學） 

  [８] 省庁間連携にむけた海洋関連基本計画の分析（最終報告） 

但馬 英知（水産研究・教育機構） 

[９] 離島の排他的経済水域の漁獲活動からの経済価値の予備的推定：南鳥島を例として 

吉野 優輝（武蔵大学） 

  [10] 「Blue Policy Washing」という新概念の提唱と科学的評価枠組みの検討 
朱 夢瑶（笹川平和財団海洋政策研究所） 

  [11]  Evidenced-based Policy Makingのための海洋経済活動推定と妥当性検討 

石村 学志（岩手大学） 

 



13：35 研究発表（その２）〔発表20分＋質疑5分〕     座長：河野真理子（早稲田大学教授） 

（４）What is the ocean we want?  －海に対する意識調査の国際比較分析－ 

法理 樹里（農林水産省） 

（５）日本の北極政策の特徴と展望               木村 元（海洋研究開発機構） 

（６）領海における沿岸国保護権の法的性質  －軍艦等に対する起草上の理解－ 

平野 和男（防衛省海上幕僚監部） 

（７）世界遺産知床の自然保護と沿岸漁業者の携帯電話不感地帯解消の兼ね合い 

松田 裕之（横浜国立大学） 

     ＜15：15～15:25 休 憩＞ 

15：25 パネル・ディスカッション （120分） 

 テーマ：『洋上風力発電の振興をめぐる論点と政策的課題』         

        モデレータ： 高 木  健 （東京大学）  

        パネリスト： 來 生  新 （神奈川大学） 

       森 田 孝 明（長崎県） 

       井 上 登紀子（東京海上日動火災保険） 

       山 口 健 介（東京大学） 

 

17：25 学生小論文 表彰式（講評・表彰20分＋準備5分）  

 

17：50 閉会挨拶     日本海洋政策学会副会長 道田 豊 

        

●交流・懇親会      小柴ホールロビー（会費制） 

（注1）プログラム、講演者等は都合により変更する事がありますのでご了解下さい。 

（注2）ポスター発表は、ロビー会場での発表としてオンライン配信はいたしません。 

 

----------------------------------------------------- 

【参加募集要項】 

◎参 加 費 

会   場：会員4,000円 非会員6,000円 （学生会員1,000円、学生非会員3,000円） 

  オンライン：会員2,000円 非会員3,000円 （学生会員無料、学生非会員1,000円） 

          （日本沿岸域学会員の方は会員価格で参加できます） 

  交流・懇親会 ： 一 般 5,000円  学 生 3,000円 

◎参加申込 

 記URLから会員資格を確認し参加方法を選択してお申し込みお願いします 

https://oceanpolicy.jp/activities/annual 

 ◎事前申し込み、事前支払い制 

  お支払いは、クレジットカード、コンビニ、ペイジーのいずれかとなります。 

 （使用可能クレジット、コンビニはお支払い画面で確認ください） 

   銀行振込でのお申し込みは受付けておりません。 

 ◎申し込み〆切り     12月11日 

  キャンセルは12月18日まで、19日以降のキャンセルは返金いたしません。 

 ◎その他 

お問い合わせはメールでお願いします。 office@oceanpolicy.jp 

*********************************************************************** 

日本海洋政策学会（JSOP） 事務局 

〒105-0001港区虎ノ門1-15-16 笹川平和財団ビル８階 

Mail：office@oceanpolicy.jp URL：https://oceanpolicy.jp 

*********************************************************************** 

※学会事務局は、６階から８階に移動しました。 


